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同
封
の
出
欠
票
・
委
任
状
、

そ
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
の
返
送
を

忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
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城鍬舞（しろくわまい）とは鍬を叩いて踊る田植え
踊り系統の民俗芸能。毎年10月第2日曜日に温泉神
社で奉納されます。大田原城築城の祝宴の際、石神
村（現大田原市上石上）の農民藤兵衛が手に持って
いた鋤鍬を持って舞い出し、同席の人々も鍬を叩い
て囃したことからとされます。形振（扇取）1人、横
笛4～5人、鍬叩き12人（少女）、太鼓打2人、旗持
1人で演じられ、形振が「サッサッサァー」とかけ声
をかけながら踊るさまは、あたかも人夫を督励して
いるようです。●日時：令和3年10月10日（日）　
場所：温泉神社 大田原市上石上1555-2　問合せ：
大田原市　文化振興課文化財係☎0287-23-3135

扉絵の言葉

●自治会緊急連絡先　☎070-2812-9265

　

理
事
選
任
決
議
等
を
い
た
だ
い
た

昨
秋
に
続
き
、
今
秋
も
会
員
総
会
を

開
催
し
ま
す
。
議
案
と
し
て
、
46
期

の
収
支
／
事
業
報
告
（
案
）
に
47
期

の
収
支
／
事
業
計
画
（
案
）
の
決
議

は
も
ち
ろ
ん
、
詳
し
く
は
後
述
し
ま

す
が
、
自
治
会
の
将
来
に
と
っ
て
欠

か
せ
な
い
案
件
も
ご
説
明
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　

本
総
会
は
、
引
き
続
き
新
型
コ
ロ

ナ
禍
で
の
開
催
に
な
る
た
め
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
て
当
日
の
感
染
予

防
対
応
を
し
っ
か
り
と
っ
て
行
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
来
場
い
た
だ
け
る

会
員
の
皆
さ
ん
に
お
い
て
は
、
マ
ス

ク
の
着
用
は
も
と
よ
り
、
事
前
の
体

調
に
ご
不
安
が
あ
る
場
合
に
は
、
感

染
の
恐
れ
を
危
惧
し
て
い
た
だ
い
て

委
任
状
で
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
来
場
時
に
以
下
の
4
点
に

心
当
た
り
の
あ
る
と
き
は
入
場
制
限

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
37.

5
度
以
上
の
発
熱
が
あ
る

②
咳
・
咽
頭
痛
な
ど
の
症
状
が
あ
る

③
感
染
者
と
の
濃
厚
接
触
が
あ
る

④
過
去
2
週
間
以
内
に
外
国
へ
の
渡

航
歴
が
あ
る

　

今
後
の
市
中
感
染
の
状
況
に
よ
り
、

総
会
の
中
止
も
余
儀
な
く
さ
れ
る
場

合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
際
は
別

途
ご
案
内
し
ま
す
が
、
議
案
に
つ
い

て
は
委
任
状
に
よ
る
決
議
と
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
ご
返
送
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
治
会
は

自
治
会
は「「
新
た
な
歩
み

新
た
な
歩
み
」」を
始
め
ま
す

を
始
め
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
依
然
、
終

息
へ
の
兆
し
が
見
え
ま
せ
ん
。
変
異

株
に
よ
る
新
た
な
感
染
拡
大
も
心
配

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

分
譲
地
の
環
境
対
策
で
は
、
老
朽

化
し
た
水
銀
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
化
は
青

木
お
よ
び
豊
原
分
譲
地
を
最
後
に
今

年
度
中
に
完
成
、
光
熱
費
の
削
減
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
40
年
以
上

稼
働
す
る
揚
水
ポ
ン
プ
の
老
朽
化
対

策
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら
全
分
譲
地

の
ポ
ン
プ
実
態
調
査
を
実
施
し
、
本

格
的
に
長
期
修
繕
計
画
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は〝
10
年
安
心

設
計
〟と
し
て
理
事
会
に
お
い
て
精

査
し
て
き
た
内
容
で
あ
り
、
そ
の
答

え
を
出
す
提
案
を
い
た
し
ま
す
の
で

ご
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
残
念
で
す
が
会
費
を
不

払
し
て
い
る
会
員
が
い
る
こ
と
も
事

実
で
あ
り
ま
す
。
活
動
の
実
態
を
ご

理
解
い
た
だ
い
て
、
会
員
皆
で
築
き

上
げ
る
分
譲
地
づ
く
り
に
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
所
存
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
分
譲
地
に
断
水
の
危

機
が
な
い
よ
う
、
理
事
一
同
努
力
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
れ
ま
す
。
基
本
的
な
感
染
防
止
対

策
と
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
が
継
続
し
て
求

め
ら
れ
る
な
か
、
自
治
会
と
し
て
も

新
た
な
運
営
方
式
を
考
え
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
那
須
地
方
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
遵
守
し
、
９
月
に
会
員
総
会
を

開
催
し
ま
す
。
ご
都
合
が
つ
く
方
は

ぜ
ひ
出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
同
様
、
第
47
期
（
２
０
２
１
年

度
）
の
総
会
資
料
と
し
て
今
号
を
参

本
会
報『
自
治
会
だ
よ
り
』が

総
会
資
料
と
な
り
ま
す
の
で

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い

【
日
時
】

令
和
3
年
9
月
12
日（
日
）　

13
時
～
16
時

(

会
場
撤
収
の
た
め
、
15
分
前
に
終
了
予
定)

【
会
場
】

栃
木
県
那
須
塩
原
市
上
厚
崎
4
9
0  

那
須
塩
原
市
黒
磯
文
化
会
館　

小
ホ
ー
ル

《 題 字 》
日本文化書道会
栢泉 余吾鉦治

【
議
案
】

第
1
議
案

46
期　

収
支
報
告
／

事
業
報
告（
案
）決
議

第
2
議
案

47
期　

収
支
計
画
／

事
業
計
画（
案
）決
議

※
将
来
に
向
け
た
検
討
案
件
が
あ
り
ま
す

会場：那須塩原市黒磯文化会館（小ホール）
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管理諸費／燃料費
通信運搬費／賃借料
施設・財産保険料
会費振込手数料負担
他

46期支払い経費実績

会費改定後の収支予測

 総額7,569万円

上位4科目で
約81%を占める

修繕費用
32%

従業員報酬・
社保等
28%

動力費
17%

水質検査料
4%

※次年度繰越経費約600万円含む

（万円）

（万円）

■経費の使用用途

■現状の収支予測

■10年安心会費の提案

改善計画の約450万円を実施計画年度に盛り込んだ
退会による収入減は年平均3％を見込んだ会費収入

経費

会費収入 経費 収支累計
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R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

10年後には約8,000万円の赤字となる
累計赤字

建物会員：10万円

黒字継続

5,747

7,500

収入減

収支累計会費収入 経費

路
が
ふ
さ
が
れ
て
い
る
」
等
の
ト

ラ
ブ
ル
に
も
活
か
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
理
事
会
は
将
来

に
向
け
た
会
費
の
在
り
方
に
つ
い

て❶ 

長
期
的
視
野
に
立
っ
て

　

 

考
え
る
こ
と

❷ 

会
費
の
公
平
性
を

　

 

担
保
す
る
こ
と

　

こ
の
二
つ
を
前
提
に
お
い
て
、

〝
10
年
安
心
設
計
〟を
サ
ブ
テ
ー
マ

　

東
昭
自
治
会
は
、
会
員
の
相
互

扶
助
に
よ
る
互
助
機
関
を
目
的
に

会
費
制
に
よ
る
自
治
会
方
式
と
し

て
47
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
分
譲

地
の
管
理
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

会
費
は
水
道
施
設
や
道
路
の
健
全

な
管
理
や
修
繕
、
街
路
灯
の
設
置

や
補
修
等
の
基
本
的
な
分
譲
地
管

理
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ま
ま
水
道
使
用
料
と
考
え
る

会
員
の
方
々
も
い
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
例
え
ば
「
倒
木
に
よ
り
道

と
し
て
会
費
の
見
直
し
を
検
討
し

て
き
ま
し
た
。
今
号
を
借
り
て
、

会
員
の
皆
さ
ん
に
内
容
を
ご
説
明

し
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
会
費
の
変
遷
で
す
。
昭

和
50
年
の
自
治
会
設
立
時
は
土
地

会
員
2
万
6
千
円
、
建
物
会
員
10

万
円
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
平
成
5
年
の
世
話
人
総
会

に
お
い
て
、
定
住
者
の
促
進
や
防

犯
協
力
等
の
強
化
を
目
的
と
し
て

定
住
会
員
制
度
を
決
議
し
、
定
住

会
費
を
7
万
円
に
設
定
。
そ
し
て
、

H
14
年
に
災
害
積
立
金
制
度
を
制

定
し
、
二
度
の
増
額
を
経
て
、
H

23
年
以
降
は
土
地
会
員
2
万
7
千

3
百
円
、
定
住
会
員
8
万
円
、
別

荘
会
員
11
万
円
と
し
て
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

　　

経
費
の
使
用
用
途
は
、
次
の
上

位
4
科
目
で
全
体
経
費
の
80
％
以

上
を
占
め
て
い
ま
す
。

①
修
繕
費
用
32
％ 

②
人
件
費
28

％ 

③
動
力
費
（
電
気
料
金
）
17

％ 

④
水
質
検
査
料
4
％

　

人
件
費
と
動
力
費
は
様
々
な
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
（
4
5
0
万
円
／

年
）
を
行
っ
て
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
反
面
修
繕
費
用
は
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
増
加
予
測
と

し
て
は
、
水
道
施
設
の
主
要
部
品

で
あ
る
ポ
ン
プ
の
劣
化
が
進
み
、

全
77
台
の
う
ち
16
台
を
修
理
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
経
費
が
４
，

0
0
0
万
円
規
模
に
。
そ
し
て
、

劣
化
配
水
管
に
よ
る
漏
水
修
理
も

６
，0
0
0
万
円
程
度
が
見
込
ま

れ
、
10
年
間
の
長
期
計
画
と
し
て

も
毎
年
１
，0
0
0
万
円
規
模
の

修
繕
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
会
費
の
変
動
予
測
と
し
て
、

分
譲
地
の
代
替
わ
り
が
行
わ
れ
ず
、

退
会
者
も
増
加
し
、
会
費
収
入
は

残
念
な
が
ら
毎
年
３
％
の
減
少
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
10
年
後
に
は
、

現
状
の
会
費
収
入
７
，5
0
0
万

円
か
ら
５
，７
０
０
万
円
程
度
と

な
っ
て
し
ま
う
見
込
み
で
す
。

　

そ
こ
で
会
費
の
見
直
し
を
提
案

し
ま
す
。

　

現
状
の
定
住
、
別
荘
会
員
の
会

費
差
を
な
く
す
こ
と
を
前
提
に
10

年
後
も
安
心
・
安
全
な
分
譲
地
を

維
持
す
る
た
め
に

①
建
物
会
員
と
し
て
定
住
、
別
荘

会
員
は
一
律
10
万
円
程
度
の
会
費

と
し
ま
す

②
土
地
会
員
の
皆
さ
ん
の
会
費
は

変
更
せ
ず
、
継
続
し
て
分
譲
地
の

維
持
管
理
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ

き
ま
す

③
会
費
未
納
者
に
は
会
費
の
公
平
、

公
正
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
管

理
規
約
や
法
律
に
基
づ
い
て
強
い

方
策
を
行
っ
て
い
き
ま
す

④
災
害
積
立
制
度
は
令
和
4
年
末

で
一
時
中
止
し
て
会
費
総
額
を
抑

え
て
い
き
ま
す
（
令
和
4
年
末
時

点
で
６
，0
0
0
万
円
程
度
が
積

み
上
が
る
予
定
で
あ
り
、
不
測
の

事
態
に
備
え
て
は
加
入
し
て
い
る

地
震
保
険
で
対
処
し
ま
す
）

　

最
後
に
、
今
後
の
進
め
方
と
し

て
は

①
会
員
か
ら
の
意
見
反
映
の
た
め

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
得
致
し
ま
す
。

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

②
会
員
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、

更
な
る
内
容
を
検
討
し
、
来
年
度

の
総
会
で
修
正
案
を
提
案
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

③
令
和
５
年
4
月
よ
り
新
会
費
を

導
入
し
ま
す

　

会
員
各
位
の
賢
明
な
る
ご
意
見

と
ご
判
断
を
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

会
費
の
差
を
な
く
し
、

10
年
後
も
黒
字
継
続

健
全
な
管
理
運
営
の
た
め
に

健
全
な
管
理
運
営
の
た
め
に

会
費
の
見
直
し
を
提
案
し
ま
す
　

会
費
の
見
直
し
を
提
案
し
ま
す
　

将
来
に
向
け
た
検
討
【 

会
費
編 

】
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動力費（水道・街路灯の電気代）
道路・水道修繕・外注費
水質検査費
職員給与（職員＋理事）
厚生・退職金積立・雑給
賃借料
租税・損害保険料
法定福利費
一般経費
減価償却費
管理諸費

12,231,074
19,936,672
3,077,360
17,238,527
1,289,108
1,549,329
1,220,330
2,381,268
6,426,207
1,617,600
2,652,600

③ 営業外収益 6,329,725

E   災害積立金累計（45期） 40,759,191

B   合計 69,620,075

85,832,381A   合　計
      ［計算式  ①＋③］

20,301,099
15,431,354
13,052,679

別荘　
定住　　
土地　  

今期会費

■46期 収支報告（実績）

科　目 実績金額 実績金額

④ 総　計 85,832,381D   総　計　 85,832,381

　第46期支出（実績） 　第46期収入（実績）

C   当期余剰金
　 　［計算式  A－B ］

4 月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月分譲地
青木
箭松苑
室の井
白沢橋 3期
白沢橋 1期
神明平
りんどう湖村
秋鳳苑
玉鳳台 /玉取平
五峰苑

黒川台 /新黒川台

小深堀
小深堀6期
おおとり苑
新おおとり苑
新野鳥苑
緑風台
広陽台
清渓苑
緑の郷

うぐいす台
よりい台
豊原
玉翠苑

■46期賃貸対照表
令和2年4月1日～令和3年3月31日

62,387,858流動資産

6,636,725
47,825,590
7,862,813

現金預金
災害積立金
その他

資産の部 負債の部

資産合計 負債合計

純資産

固定資産 47,825,590固定負債5,019,534

流動負債 3,687,346

67,407,392 67,407,392

15,894,456

965,708
3,787,519
266,307

建物
構築物
その他 

47,825,590災害積立金

16,212,306

令和2年4月1日～令和3年3月31日

⑤ 災害積立金累計
  ［計算式  E＋② ］

47,825,590

6,865,593
23,851,931

特別会費（土地下刈費用等）
前受金

① 会費入金計 79,502,656

2,912,499
3,100,000
1,053,900

別荘　  
永住　  
土地　  

災害積立用引当金

① 今期会費合計 79,502,656

② 災害積立用引当金 7,066,399

（単位：円）

（単位：円）

令和2年4月1日～令和3年3月31日

未払金
前受金（来季会費）
その他 1,127,353

2,277,727
282,226

46
期
収
支
報
告（
案
）　

　

収
入
で
は
、
６
３
０
万
円
を
超
え
る
営
業

外
収
益
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
水
道
施

設
に
落
雷
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
が
、
火
災

保
険
に
入
っ
て
い
た
た
め
、
そ
の
際
に
支
払

わ
れ
た
保
険
金
が
主
な
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
支
出
で
も
経
費
削
減
の
効
果
が
顕

著
で
し
た
。
L
E
D
化
に
よ
る
動
力
費
の
削

減
や
、
職
員
の
パ
ー
ト
化
に
よ
る
コ
ス
ト
削

減
等
で
、
当
期
余
剰
金
に
上
乗
せ
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
た
だ
し
、
年
度
末
に
発
生

し
た
ポ
ン
プ
交
換（
約
６
０
０
万
円
）等
の
費

用
は
翌
年
支
払
い
に
繰
り
越
さ
れ
て
い
ま
す
。

■46期 通期事業報告

昨年度は例年に比べ水道管の漏水が多発致しました（20件超）。水道管の劣化が大きな原因ですが、複数回の大きな余震による漏水発生もありました。落雷によるポンプの故障
もあり、工事も緊急を要しました。また、定期水質検査の結果、ある分譲地（風評被害防止のため名称は非公開）の専用水道から基準を超える水銀値（自然界に存在する毒性の
少ない無機水銀）が検出されました。速やかに当該分譲地の会員の皆さんと行政に連絡し適切な対応をとったため、現状では身体における影響等は出ておりません。あらためて
水質検査の重要性が明らかになった事象でした。

土地会員　下刈り期間

〈監査報告書〉

道路修繕
① 道道路凸凹修繕…7件
② 道路側溝整備…4件
③ 道路下刈り…24件
④ 除草剤散布…5件
⑤ 道路枯葉清掃…19件
⑥ 危険倒木撤去…4件

水道施設修繕
⑦ ポンプ制御盤更新…4件
 （白沢橋、秋鳳苑、玉鳳台、緑風台）
⑧ ポンプ交換…1件
 （秋鳳苑）
⑨ 漏水修理…20件
⑩ ポンプ抵抗値調査…23件

その他修繕
⑬街路灯LED化…10件47灯
⑭消火器点検…21分譲地

水道管の劣化により、清渓苑
で行われた漏水修理です

東昭自治会の令和2年4月1日から令和3年3月31日までの第46期事業年度の計算書類およびその付属明細書について
監査を行った結果法令に準拠し適正に表示されていると認めたので報告します　
令和3年6月2日　東昭自治会監査役　古沢　芳男　印　／　監査役　長谷川浩司　印

※
こ
の
記
事
は
会
員
総
会
に
お
け
る

と
な
る
も
の
で
す
。

第
１
議
案

⑭ ⑬

⑭
⑭
⑭
⑬

⑥

⑬
⑭

⑨

⑭④

⑨⑨

④

④

④

⑥ ⑨

⑤

①

⑬

⑤

⑤

⑤

⑤

⑤

⑤

⑤

⑩

⑩

⑩

⑩
⑩

⑩

⑩

⑩
⑩

⑩
⑩
⑩

①

⑬

①

②

②

③

③
③

③
③

③
③

③

③

③
③
③

③

③
⑭③

⑭③
⑭⑬③

⑭⑥⑤

⑨⑨⑨

⑩⑥①
③

③

③

③
③

⑦

②⑦

⑨

⑤

⑤

⑤
①

⑤

⑭⑤

⑭

⑭

⑭⑤

⑭

⑭

⑤

⑦⑧ ④

②⑨

⑨

⑨

⑨

⑨

⑬③

⑨⑤

⑬

③

⑬⑨⑨

⑬①

⑩①

⑭⑬⑤
⑨⑨⑤

⑩⑦

⑩⑨
⑩⑨

⑩

⑩
⑩
⑭⑩
⑭⑩
⑭⑩
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動力費（水道・街路灯の電気代）
道路・水道修繕・外注費
水質検査費
職員給与（職員＋理事）
厚生・退職金積立・雑給
賃借料
租税・損害保険料
法定福利費
一般経費
減価償却費
管理諸費

12,700,000
25,000,000
3,500,000
17,500,000
1,290,000
1,550,000
1,600,000
2,400,000
6,250,000
1,910,000
5,000,000

③ 営業外収益 47,734

47,825,590

B   合　計 78,700,000

75,700,000A   合　計
       ［計算式  ①＋②］

32,000,000
18,250,000
18,200,000

別荘　
定住　　
土地　  

今期会費〈新規会費込み〉

■47期 収支計画

科　目 実績金額 実績金額

　第47期支出（計画） 　第47期収入（計画）

C   当期余剰金
　 　［計算式  A－B］

4 月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月分譲地
青木
箭松苑
室の井
白沢橋 3期
白沢橋 1期
神明平
りんどう湖村
秋鳳苑
玉鳳台 /玉取平
五峰苑

黒川台 /新黒川台

小深堀
小深堀6期
おおとり苑
新おおとり苑
新野鳥苑
緑風台
広陽台
清渓苑
緑の郷

うぐいす台
よりい台
豊原
玉翠苑

-3,000,000

令和3年4月1日～令和4年3月31日

51,851,590

5,920,000
1,000,000
282,266

特別会費（土地下刈費用等）
未払金回収
前受金

① 会費入金計 75,652,266

1,920,000
1,560,000
546,000

別荘　  
永住　  
土地　  

災害積立用引当金

① 今期会費合計 75,652,266

② 災害積立用引当金 4,026,000

（単位：円）

令和3年4月1日～令和4年3月31日

E   災害積立金累計（46期） ⑤ 災害積立金累計
  ［計算式  E＋② ］

④ 総　計 75,700,700D   総　計　 75,700,700

47
期
収
支
計
画（
案
）　

　

収
入
と
し
て
は
、会
員
数
の
減
少（
５

％
程
度
）
を
見
込
ん
で
予
算
立
て
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
会
費
を
未
納
し
て

い
る
方
々
へ
の
入
金
対
策
の
実
施
に
よ

り
、
今
期
も
収
入
の
増
額
を
図
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
支
出
で
は
、
修
繕
費
を

増
額
し
、
特
に
水
道
施
設
関
係
の
劣
化

復
元
を
計
画
的
に
行
う
予
定
で
す
。

■47期 事業計画（案）

昨年より、ポンプ等の老朽化を踏まえ、全井戸ポンプおよび送水ポンプの検査を実施しました。大小70数機のポンプのうち、16機のポンプ
で劣化が著しいと判断。すぐに故障するものではないと思われますが、予備ポンプの確保、順序立てての更新を計画していきます。また、新
たな取組みとして、遠方の土地会員のために所有地現況写真を送付し、コミュニケーション向上の一助とします。

老
朽
化
が
進
ん
だ
青
木
の
井
戸
ポ
ン
プ
は

交
換
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

道
路
の
補
修
も
計
画
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
玉
取
平
で
の
作
業
で
す

道路修繕
① 道道路凸凹修繕…4分譲地
 （青木、箭松苑、玉鳳台、玉取平）
③ 道路下刈り…全分譲地
④ 除草剤散布…青木を除く全分譲地
⑤ 道路枯葉清掃…全分譲地

水道施設修繕
⑦ ポンプ制御盤更新…2分譲地
 （青木、清渓苑）
⑧ ポンプ交換…4分譲地
 （青木1号、青木3号、豊原、玉鳳台）
⑩ ポンプ抵抗値調査…全分譲地
⑪ 濾過機導入…1分譲地
 （五峰苑）
⑫ 仕切弁交換…3分譲地
 （青木、神明平、玉鳳台）

その他修繕
⑬ 街路灯LED化…3分譲地
 （青木、豊原、よりい台）
⑭ 消火器点検…全分譲地
⑮ 土地会員現況写真送付…全分譲地

※
こ
の
記
事
は
会
員
総
会
に
お
け
る

と
な
る
も
の
で
す
。

第
2
議
案

⑮④
⑮④
⑮④
⑮④

⑮④

⑮④
⑮④
⑮④

⑮④

④
④

④

④
④
④

④

④

⑤

⑤

⑤

⑤

⑤

⑤

⑤

⑤

⑤

⑤

⑤

⑤

⑤

①
①

⑫

③

③
③
③

③
③

③
③

④

④
④
④

③
③

⑪

⑤

⑤
⑤

⑤

⑭
⑭

⑭
⑭

⑭
⑭

⑭
⑭

⑭
⑭

⑭
⑭

⑭
⑭

⑭
⑭

⑭
⑭

⑭
⑭

⑭
⑭

⑭
⑭

⑤

④

③

③

③

③

③

③

③

③
③

⑫⑧

⑦

⑧

①

⑬⑧

⑮

⑮

⑮
⑮
⑮
⑮

⑮

⑮

⑮

⑮

⑮

⑮

⑬

⑮

⑮

⑬

⑮④

③
③
③

③
③

⑩

⑩

⑩
⑩

⑩
⑩

⑩
⑩

⑩

⑩

⑩
⑩

⑩
⑩
⑩

⑩

⑩

⑩
⑩

⑩

⑩

⑩
⑩

⑩
⑤
⑤
⑤
⑤
⑤
⑤

⑫⑧⑦
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左から熊谷さん、新人の二人で杉原さんに
木村さん、そして室井さんです

※定款・代表者等法務局に登記

［理事長１名、副理事長１名、
監事１名］
●自治会事業全般
●法人格を要する業務
●定款で規定

理事の中より選出

一般社団法人
『東昭自治会』

理事5名以上31名以下
［会長・副会長・専務理事・
業務理事・監査役］
●活動内容と会費を管理
●管理規約で規定

理事会決議
（提案・審議・承認）

「内部に法人化組織を作る」

東昭自治会
会員総会決議（審議・決議）

～法人化案～

と
の
関
連
性
は
、
自
治
会
だ
よ
り

や
世
話
人
総
会
等
で
あ
る
程
度
明

確
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で

お
互
い
の
ル
ー
ル
が
自
治
会
々
則

や
昭
友
管
財
（
有
）
の
定
款
で
規

定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
結
果
が

現
在
の
騒
動
に
繋
が
っ
た
と
考
え

て
い
ま
す
（
詳
細
は
裁
判
報
告
を

参
照
く
だ
さ
い
）。
こ
の
反
省
点

に
立
ち
、
私
た
ち
理
事
会
は
更
な

る
法
人
化
を
模
索
し
、
自
治
会
だ

　今春、理事ではなく、オブザーバー
として曽田道夫さん（青木）と松田匠
平さん（緑の郷）が参加していただき
ました。曽田さんは、ご自身のスキル
を活かしてホームページ製作に携わ
ってくれていますし、松田さんは、自
治会の方針にご意見をいただいていま
す。理事のいない分譲地で、定住の方
に名乗りを挙げていただきたいと思っ
ていますが、このようにオブザーバー
という立場で関わっていただくのも大
変助かります。
　また、理事の橋詰恵二さん（青木）
が退任され、今後はオブザーバーとし
てご協力いただくことになりました。

長い間、お世話になりました。
　最後に、事務局にも動きがありまし
た。スタッフ3名のうちの1名が転職
されたため、正社員として木村友和さ
ん、パート社員として杉原洋之さんを
採用。パートで事務職の篠原めぐみさ
ん共々、事務局また分譲地管理で顔合
わせの際はよろしくお願いします。

　

東
昭
自
治
会
は
昭
和
50
年
の
設

立
以
来
、
将
来
に
向
け
た
組
織
作

り
の
検
討
を
長
き
に
わ
た
っ
て
進

め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
の
節

目
が
昭
和
61
年
の
昭
友
管
財

（
有
）
の
設
立
で
あ
り
、
法
人
化

で
き
な
い
自
治
会
に
代
わ
り
、
不

動
産
登
記
や
利
益
を
上
げ
る
新
規

会
員
募
集
等
の
事
業
展
開
を
代
行

さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　

自
治
会
と
法
人
（
昭
友
管
財
）

よ
り
で
情
報
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
今
ま
で
の
検
討
結
果

の
集
大
成
と
し
て
、
こ
の
紙
面
を

借
り
て
会
員
の
皆
さ
ん
に
ご
提
案

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
自
治
会
が
法
人
格
を
持

つ
必
要
性
を
考
え
て
み
ま
す
。
こ

れ
は
課
題
の
裏
返
し
で
も
あ
り
ま

す
。

①
み
な
し
法
人
で
あ
る
自
治
会
組

織
で
は
将
来
に
向
け
た
事
業
展
開

に
限
界
が
あ
る

②
万
が
一
の
災
害
時
、
復
旧
に
不

足
す
る
資
金
調
達
が
で
き
な
い

③
代
表
者
の
個
人
名
義
で
し
か
不

動
産
登
記
や
銀
行
口
座
開
設
が
で

き
ず
、
団
体
と
個
人
資
産
が
不
明

確
に
な
る

④
契
約
締
結
時
も
個
人
名
で
あ
る

た
め
、
個
人
責
任
が
重
く
の
し
か

か
り
、
次
の
担
い
手
の
理
事
が
二

の
足
を
踏
む

　

こ
の
よ
う
な
課
題
を
克
服
す
る

た
め
に
、
一
般
社
団
法
人
『
東
昭

自
治
会
』
の
設
立
を
検
討
し
て
き

た
わ
け
で
す
。

 　

今
号
で
は
、
よ
り
具
体
的
な
組

織
作
り
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
法
人
組
織
は
自
治
会

内
部
に
一
般
社
団
法
人
『
東
昭
自

治
会
』
を
作
り
ま
す
。

　

設
立
に
あ
た
っ
て
は
過
去
を
振

返
り
、
よ
り
透
明
性
の
高
い
組
織

を
作
る
た
め
に
、
以
下
の
よ
う
な

規
定
を
定
款
お
よ
び
管
理
規
約
に

盛
込
み
ま
す
。

①
最
高
決
定
機
関
を
会
員
総
会
と

す
る
こ
と

②
会
員
総
会
や
理
事
会
の
決
議
事

項
を
行
う
組
織
と
す
る
こ
と

③
会
計
を
自
治
会
と
連
動
さ
せ
、

会
員
総
会
決
議
と
す
る
こ
と

④
法
人
は
自
治
会
事
業
お
よ
び
法

人
格
が
必
要
な
行
為
の
み
に
限
定

す
る
こ
と

⑤
法
人
の
役
員
は
会
員
総
会
決
議

に
よ
り
選
出
お
よ
び
解
任
で
き
る

こ
と

　

こ
れ
ら
を
団
体
の
組
織
等
の
基

本
的
な
規
約
で
あ
る
定
款
に
明
示

し
、
法
務
局
に
登
記
す
る
こ
と
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

法
人
化
の
ス
タ
ー
ト
は
、
前
述

の
会
費
と
同
じ
く
令
和
５
年
4
月

を
目
指
し
、
今
後
は
会
員
の
皆
さ

ん
と
意
見
交
換
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
会
員
の

意
見
反
映
の
た
め
、
法
人
化
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
も
用
意
し
ま
し

た
。
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

法
人
化
に
よ
って
課
題
を
克
服
し
、

法
人
化
に
よ
って
課
題
を
克
服
し
、

よ
り
透
明
性
の
あ
る
組
織
作
り
を
目
指
し
ま
す

よ
り
透
明
性
の
あ
る
組
織
作
り
を
目
指
し
ま
す

【 

組
織
編 

】

す
べ
て
は
会
員
総
会
で

新たなスタッフが
集まっています

栃木県那須塩原市
西岩崎232-438 
☎0287-74-6287　
FAX: 0287-74-6288　　
E-mail: tosyo-nasu
@iaa.itkeeper.ne.jp

東昭自治会事務所

将
来
に
向
け
た
検
討

戸田ゴルフ練習場

至 那須高原
　 大橋

横断道路
国道30号線

東昭自治会事務所

NAOZO

まんまる亭

至 戸田

至 黒磯板室インター

広谷地交差点
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で
す
。
こ
れ
を
理
解
す
る
う
え
で
、
別

項
で
昭
友
の
設
立
目
的
を
記
し
ま
し
た

の
で
確
認
し
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

さ
て
、
裁
判
の
そ
の
後
の
経
過
に
つ

い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

⒈ 

青
木
倉
庫
の
妨
害
排
除
仮
処
分
申

立(

令
和
2
年
5
月)

　

裁
判
所
に
よ
り
倉
庫
の
占
有
権
を
認

め
て
も
ら
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
自
治

会
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
昭
友
に
対
し

て
、
自
治
会
や
会
長
の
当
事
者
能
力
が

法
的
に
認
め
ら
れ
た
裁
判
で
し
た
。

⒉ 

不
動
産
仮
処
分
命
令
申
立(

令
和
2

年
12
月)

　

会
員
の
重
要
な
財
産
で
あ
る
水
道
施

設
・
道
路
の
譲
渡
や
貸
与
を
行
わ
せ
ず
、

現
状
を
保
全
す
る
こ
と
の
主
張
が
裁
判

に
よ
り
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

昭
友
は
勝
手
に
不
動
産
を
処
分
出
来
な

く
な
り
ま
し
た
。

⒊ 

水
道
施
設
立
入
禁
止
命
令
申
立
（
令

　

東
昭
自
治
会
は
昭
和
61
年
に
昭
友
管

財
（
有
）(

以
後
、
昭
友)

を
設
立
し
、

水
道
や
道
路
の
不
動
産
登
記
や
新
規
会

員
の
募
集
等
の
事
業
を
自
治
会
に
代
わ

っ
て
代
行
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

天
野
伸
氏
が
亡
く
な
ら
れ
る
と
昭
友
は

設
立
の
目
的
や
理
念
を
忘
れ
、
様
々
な

分
譲
地
運
営
へ
の
妨
害
を
起
こ
し
ま
す
。

そ
こ
で
令
和
元
年
の
春
、
自
治
会
は
事

務
所
を
移
転
し
て
自
主
運
営
を
始
め
ま

し
た
。

　

令
和
２
年
９
月
、
昭
友
に
よ
る
〝
新

管
理
体
制
及
び
管
理
契
約
の
ご
案
内
〟

で
会
費
支
払
先
変
更
の
違
法
行
為
等
が

続
く
な
か
、
会
員
の
財
産
で
あ
る
水
道

施
設
・
道
路
等
を
守
る
た
め
に
3
つ
の

裁
判
を
起
こ
し
ま
し
た
。
不
動
産
名
義

人
と
し
た
昭
友
は
、
契
約
解
除
通
知
を

出
し
た
自
治
会
に
は
何
も
権
利
は
な
い

と
主
張
し
て
い
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
水

道
施
設
・
道
路
は
会
員
皆
さ
ん
の
も
の

和
2
年
12
月
）

　

不
動
産
仮
処
分
命
令
申
立
に
よ
る
仮

処
分
決
定
が
出
た
後
の
た
め
、
現
在
も

裁
判
中
。
自
治
会
（
会
員
）
は
水
道
施

設
に
毎
年
資
金
を
投
入
し
て
維
持
管
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。
昭
友
は
一
切
の
維

持
管
理
費
用
を
支
出
し
て
お
ら
ず
、
公

租
公
課
の
類
で
す
ら
自
治
会
に
負
担
さ

せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
昭
友
が
自
治

会
（
会
員
）
の
財
産
保
全
の
た
め
に
存

在
す
る
と
い
う
〝
制
約
さ
れ
た
法
人
〟

で
あ
る
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
申
立

を
通
し
て
、
水
道
施
設
の
設
置
者
、
管

理
者
は
自
治
会
で
あ
る
こ
と
を
法
的
に

確
定
す
る
裁
判
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
昭

友
の
よ
う
な
営
利
企
業
に
よ
る
水
道
施

設
へ
の
妨
害
を
排
除
し
ま
す
。

 
　

令
和
３
年
６
月
、
裁
判
所
に
よ
る
聞

き
取
り
に
お
い
て
、
昭
友
か
ら
自
治
会

に
解
決
の
た
め
の
和
解
案
の
提
示
が
あ

り
ま
し
た
。
以
下
の
三
つ
が
主
な
も
の

で
す
。

①
こ
れ
ま
で
支
払
っ
た
こ
と
の
な
い

「
水
道
施
設
使
用
料
」
と
い
う
名
目
で

月
２
０
０
万
円
を
要
求
す
る

②
昭
友
が
「
施
設
権
維
持
名
義
人
証
」

の
書
換
費
用
を
取
得
し
、
自
治
会
に
は

渡
さ
な
い

③
水
道
施
設
の
清
掃
、
修
理
、
補
修
等

の
管
理
費
用
は
自
治
会
が
負
担
す
る

　

要
す
る
に
、
昭
友
は
何
も
し
な
い
で

月
額
２
０
０
万
円
の
お
金
を
受
け
取
り
、

必
要
な
水
道
設
備
の
維
持
費
は
自
分
た

ち
で
は
一
切
負
担
せ
ず
、
自
治
会
に
さ

せ
る
と
い
う
内
容
で
す
。
ま
た
、
道
路

の
こ
と
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
不
動
産
の
処
分
禁
止
仮
処
分
と
、

現
在
の
水
道
施
設
立
入
禁
止
仮
処
分
の

双
方
を
無
条
件
に
取
り
下
げ
る
こ
と
も

求
め
て
い
ま
す
。
昭
友
が
自
由
に
土
地

な
ど
を
処
分
で
き
る
よ
う
に
と
考
え
て

い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
自
治
会
の
み
に

譲
歩
さ
せ
て
、
会
員
皆
さ
ん
の
利
益
を

ま
っ
た
く
考
慮
せ
ず
、
昭
友
だ
け
を
第

一
に
考
え
た
和
解
案
と
判
断
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

　

昭
友
の
所
有
権
は
自
治
会
が
管
理
す

る
分
譲
地
の
水
道
そ
の
他
の
住
環
境
整

備
の
た
め
に
形
式
的
に
帰
属
し
て
い
る

も
の
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
昭
友
の

設
立
の
目
的
で
も
明
ら
か
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
水
道
設
備
に
つ
い
て
は
昭
友

に
は
何
ら
利
用
処
分
権
は
な
く
、
水
道

施
設
の
設
置
者
、
管
理
者
は
自
治
会
で

あ
る
こ
と
を
今
後
と
も
主
張
し
て
い
き

ま
す
。
水
道
施
設
立
入
禁
止
命
令
の
申

立
の
後
に
は
、
共
益
施
設
を
会
員
の
た

め
に
保
全
す
る
実
効
的
な
手
段
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
法

人
化
の
検
討
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
自
治
会
執
行
部
は
会
員

の
財
産
を
守
り
、
安
心
・
安
全
な
分
譲

地
を
守
る
た
め
の
活
動
を
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

昭
友
設
立
の
目
的
は
、『
自
治
会
だ

よ
り
』
20
号
と
31
号
に
記
載
さ
れ
、
そ

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

⒈
水
道
等
共
益
施
設
の
譲
渡
を
受
け
て
、

各
人
が
持
分
登
記
し
て
自
分
の
権
利
を

確
保
し
、
第
三
者
に
侵
害
さ
れ
な
い
よ

う
に
し
て
安
心
で
き
る
よ
う
に
す
る

⒉
会
員
と
未
加
入
者
と
の
会
費
の
不
公

平
の
是
正
を
図
る

⒊
老
朽
化
し
、
耐
用
年
数
の
超
え
た
施

設
を
修
繕
ま
た
は
新
設
す
る

⒋
こ
の
事
業
を
成
功
さ
せ
て
自
治
会
を

運
営
し
、
現
場
管
理
の
で
き
る
事
務
局

員
を
養
成
す
る

　

こ
の
四
つ
の
履
行
さ
れ
る
べ
き
事
案

が
、
ま
っ
た
く
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と

が
今
回
の
騒
動
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で

す
。　

　

設
立
当
初
、
昭
友
は
神
明
平
の
深
井

戸
を
掘
削
し
、
三
つ
の
分
譲
地
で
水
道

施
設
の
個
人
登
記
を
行
い
ま
し
た
。
会

報
の
第
31
号
に
は
諸
般
の
事
情
に
よ
り

個
人
登
記
を
中
止
し
、
代
わ
り
に
「
施

設
維
持
権
名
義
人
証
」
の
発
行
に
変
更

と
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ

っ
て
も
水
道
施
設
・
道
路
は
誰
の
も
の

か
が
よ
く
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

お
金
だ
け
が
目
的
の

昭
友
か
ら
の
和
解
案

追
記

青木倉庫の鍵を一方的に変更した昭友管財（有）に
対して妨害排除仮処分申立を行いました

秋鳳苑の水道施設。これら施設を会員の手に戻す
べく、現在立入禁止命令申立の裁判中です

昭
友
管
財（
有
）に
対
し
て
の
裁
判
、

昭
友
管
財（
有
）に
対
し
て
の
裁
判
、

そ
れ
は
会
員
の
財
産
を
守
る
も
の
で
す

そ
れ
は
会
員
の
財
産
を
守
る
も
の
で
す

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で
の
移
住
等
を
誘
い
の
言
葉
に
使
っ
て

土
地
売
買
を
持
ち
か
け
る
話
が
多
く
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
詐
欺

に
近
い
話
の
よ
う
で
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

詐
欺
ま
が
い
の
話
に
ご
注
意
を
！




